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第 61 号

同窓会事務局

宮城県仙台三桜

高等学校

仙台市太白区門前町９の２

〒982-0845

電話022（248）0158㈹

ＱＲコードを作りました！ＱＲコードを読み取って同窓会ホームページを開いてください。
同窓会だよりも読めます。  三女・三桜同窓会　　でも開けます。

令和８年度同窓会総会のご案内
日　時　令和８年６月14日（日） 午前10時より12時まで

会　場　仙台三桜高等学校　　会　費　1,000円

アトラクション

マリンピア　丹野富美子さん（高校47回・平成７年３月卒・３組で担任は
　　　　　　佐藤正雄先生）によるマリンバとピアノの演奏

申込み　令和８年６月５日（金）まで 同封の青色の振込用紙でお願いします。

○駐車場はありませんので、学生時代と同じように公共の交通機関でおいでください。

○当番幹事は高校29回生・46回生・64回生・77回生・78回生のみなさんです。

　
六
月
十
五
日
、
仙

台
三
桜
高
等
学
校
の

三
桜
会
館
を
お
借
り

し
て
、
今
年
度
の
同

窓
会
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
は
、
学
年
幹

事
と
し
て
初
め
て
の

大
き
な
仕
事
で
あ

り
、
事
前
の
役
員
会

か
ら
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
は
生
徒
と
し

て
し
か
関
わ
っ
て
こ

な
か
っ
た
た
め
、
卒
業
し
た
今
、
改

め
て
自
分
が
同
窓
会
の
一
員
に
な
っ

た
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
以
前
一
〇
〇
周
年
記
念

式
典
に
向
け
て
制
作
し
た
映
像
を
、

再
び
放
映
し
て
い
た
だ
く
機
会
に
も

恵
ま
れ
ま
し
た
。
高
女
、
三
女
、
そ

し
て
現
在
の
三
桜
へ
と
続
く
長
い
歴

史
を
約
十
五
分
に
ま
と
め
た
映
像
で
、

三
桜C

en
tu

rion

と
し
て
の
活
動

を
振
り
返
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
も
う
一
つ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
同
窓
生
の
方
の
独
唱
も
あ
り
、

先
輩
方
の
幅
広
い
ご
活
躍
に
驚
か
さ

れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
同
窓
会
の
一
員
に
な
れ
た
こ

と
を
心
か
ら
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
初
め
て
同
窓
会
に
参
加
し
、

こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
の
一
員
と
し
て

母
校
に
貢
献
で
き
る
人
材
に
な
り
た

い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
だ
力
不

足
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先
輩
方
、
今

後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

同窓会総会に参加して

南部ゆらら（高校 77 回）

マリンピアプロフィール
マリンピアは、三姉妹を育てるマママリンバ奏者・丹野富美子と、行動力とコミュニケーション力が持ち
味のピアニスト・吉田彩による演奏ユニットです。2011 年に結成し、仙台を拠点に活動しています。モットー
は「もっと身近に。もっと楽しく！」クラシックを中心に、ジャンルにとらわれない幅広いレパートリーと、
思わず笑顔になる軽やかなトークで、年齢や音楽経験を問わず楽しめるコンサートを届けています。

78回
生クラ

ス幹事でラス幹事です

よろ
しくお

願いします

６月14日

母校 で会いましょう！

す
す7

よ
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令
和
七
年
度
同
窓
会
総
会
は
、
令
和
七
年
六

月
十
五
日
（
日
）
十
時
よ
り
、
母
校
宮
城
県
仙

台
三
桜
高
等
学
校
三
桜
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
山
内
尚
校
長
先
生
を
は
じ
め
、

現
教
職
員
・
恩
師
の
先
生
方
に
ご
列
席
を
い
た

だ
き
、
同
窓
生
あ
わ
せ
て
九
十
九
名
が
参
加
い

た
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
今
年
三
月
に
卒
業
し
た
ば
か
り
の

高
校
七
十
七
回
生
新
海
玲
奈
さ
ん
の
司
会
で
開

総会
報告

会
い
た
し
ま
し
た
。
来
賓
紹
介
後
、
恩
師
の
先

生
方
よ
り
一
言
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
、
協

議
に
入
り
ま
し
た
。
協
議
は
、
議
長
の
高
校

七
十
七
回
生
保
坂
花
楓
さ
ん
の
議
事
進
行
に
よ

り
、
令
和
六
年
度
会
務
・
決
算
報
告
、
監
査
報

告
、
令
和
七
年
度
会
務
計
画
・
予
算
案
、
役
員

改
選
が
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
母
校
創
立
百
周
年
記

念
式
典
時
に
三
桜
セ
ン
チ
ュ
リ
オ
ン（
在
校
生
）

が
作
成
し
た
記
念
映
像
紹
介
と
同
窓
生
の
独
唱

で
す
。
記
念
映
像
の
紹
介
を
し
て
く
れ
た
の
は
、

高
校
七
十
七
回
生
南
部
ゆ
ら
ら
さ
ん
。
セ
ン

チ
ュ
リ
オ
ン
の
皆
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
な
資
料
を

調
べ
勉
強
し
作
成
し
た
も
の
で
す
。
三
女
か
ら

三
桜
へ
の
歴
史
も
わ
か
り
や
す
く
、
三
女
高
時

代
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
映
像
で
し
た
。
続
い

て
、
高
校
四
十
七
回
生
中
澤
香
織
さ
ん
の
独
唱

で
す
。
ピ
ア
ノ
伴
奏
は
高
校
五
十
四
回
生
及
川

久
美
子
さ
ん
。
ま
じ
か
で
聞
く
美
し
い
歌
声
に

う
っ
と
り
！
「
ラ
ス
ト
ワ
ル
ツ
」
も
と
て
も
素

敵
で
し
た
。
ま
た
、
ユ
ー
モ
ア
あ
る
ト
ー
ク
も

楽
し
い
時
間
で
し
た
。

◆総 会 次 第 

１．開会の辞

２．物故会員を悼み黙祷

３．会長挨拶

４．校長挨拶

５．来賓紹介

６．協議　－議長選出―

　⑴令和６年度会務・決算報告ならびに

　　監査報告

　⑵令和７年度会務計画・予算案

　⑶役員改選

　⑷その他

７．新役員紹介

８．令和７・８年度常任理事並びに

　　令和８年度当番幹事委嘱

　　当番幹事：高校29回生、高校46回生、

　　　　　　　高校64回生、高校77回生、

　　　　　　　高校78回生

９．お知らせ・お願い

10．アトラクション

　　　三桜センチュリオン作成

　　　100周年記念映像紹介

　　　独　　　唱　中澤　香織（高校47回）

　　　ピアノ伴奏　及川久美子（高校54回）

11．如春会歌・校歌斉唱

12．閉会の辞

　

最
後
に
全
員
で
如
春
会
歌
・
校
歌
を
歌
い
、

来
年
の
同
窓
会
総
会
で
の
再
会
を
楽
し
み
に
、

令
和
七
年
度
の
総
会
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

アトラクションのおふたり

同
窓
会
役
員　

令
和
７
・
８
年
度

（
令
和
７
年
７
月
～
令
和
９
年
７
月
）

会
　
長 

五
十
嵐
さ
と
み
（
高
校
30
回
）

副
会
長 

永
沼

　
京
子
（
高
校
21
回
）

 

伊
藤

　
知
子
（
高
校
22
回
）

 

鈴
木

　
幸
子
（
高
校
26
回
）

 

江
戸
三
知
子
（
高
校
27
回
）

 

境
　
　
近
子
（
高
校
27
回
）

 

山
本

　
　
博
（
教

　
　
頭
）

会
　
計 

横
山
の
り
子
（
高
校
27
回
）

 

寺
尾
久
美
子
（
高
校
32
回
）

 

千
葉

　
美
和
（
高
校
53
回
）

監
　
事 

餅
田

　
明
子
（
高
校
38
回
）

 

堀
口

　
茂
子
（
高
校
38
回
）

 

大
場
　
房
子
（
高
校
42
回
）

 

白
鳥
真
由
美
（
事
務
室
長
）
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新
し
い
風
と
共
に
次
の
一
〇
〇
年
へ

会 

長
　
五
十
嵐
さ
と
み
　

　
同
窓
生
の
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　

日
頃
よ
り
本
会
の
運
営
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

	

　
は
じ
め
に
、
昨
年
の
相
次
ぐ
自
然
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
平
穏
な
日
々
の
訪
れ

を
、
会
員
一
同
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
同
窓
会
総
会
は
、
恩
師
や
現
旧
職
員
、
そ
し
て
同
窓

生
合
わ
せ
て
約
一
〇
〇
名
が
母
校
の
三
桜
会
館
に
集
い
ま
し
た
。
会
場

で
は
三
桜
セ
ン
チ
ュ
リ
オ
ン
作
成
の
一
〇
〇
周
年
記
念
映
像
が
紹
介
さ

れ
、
同
窓
生
に
よ
る
独
唱
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
久

し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
逢
う
笑
顔
溢
れ
、
非
常
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

ご
挨
拶

校 

長
　
山
内
　
　
尚
　

　
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま

す
ま
す
御
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
私
は
、
令
和
七
年
四
月
に
第
二
十
七
代
校
長
と

し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
山
内
尚
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
日
頃
よ
り
、
本
校
の
教
育
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
併
せ
て
、
昨
年
度
の
本
校
創
立
百
周
年
記
念
事

業
に
お
き
ま
し
て
も
多
大
な
る
ご
協
力
や
ご
厚
意
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、

あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
校
は
創
立
以
来
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
新
た
な
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
学
び
の
在
り
方
を
模
索
し
続
け
て
い
ま
す
。
社
会
の

変
化
が
加
速
度
的
に
進
む
中
、
生
徒
た
ち
は
日
々
の
学
習
に
加
え
て
学

校
行
事
や
部
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
自
ら
の
可
能
性
を
広
げ
て
い

ま
す
。
そ
の
姿
は
、
ま
さ
に
本
校
の
校
訓
で
あ
る
「
自
律
・
聡
明
・
敬
愛
」

の
精
神
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
証
で
あ
り
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま

囲
気
の
な
か
で
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
何
よ
り
も
嬉
し
い
出
来
事
は
、
新
卒
の
同
窓
生
が
新
た
に
常
任
理
事
と

し
て
加
わ
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
若
い
力
が
吹
き
込
む
「
新
し
い
風
」は
、

伝
統
あ
る
私
た
ち
の
絆
を
さ
ら
に
活
気
づ
け
、
未
来
へ
と
大
き
な
原
動
力

に
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
も
う
す
ぐ
、
私
た
ち
の
同
窓
会
も
創
設
一
〇
〇
周
年
と
い
う
、

極
め
て
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、
役
員
・
常
任
理
事
を
中
心
に
、

皆
様
と
こ
の
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
よ
う
、
特
別
な
記
念
総
会
の
企
画
・

準
備
を
鋭
意
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
一
〇
〇
年
と
い
う
歴
史
の
重
み
を
振
り
返
り
つ
つ
、
母
校
へ
の
愛

着
を
さ
ら
に
深
め
、
世
代
を
超
え
た
強
固
な
繋
が
り
を
築
く
好
機
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
積
極
的
な
ご
協
力
と
ご
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
同
窓
会
の
活
動
を
通
じ
て
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
、
母
校
の

発
展
に
寄
与
し
て
参
る
所
存
で
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

が
築
い
て
こ
ら
れ
た
歴
史
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
や
地
域
と
連
携
し
た
探
究
学

習
の
充
実
に
取
り
組
み
、
生
徒
一
人
一
人
が
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
な
が

ら
、
主
体
的
に
学
び
を
深
め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
取
組
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
、
同
窓
会
の
皆
さ
ま
か
ら
の
励

ま
し
と
ご
協
力
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
本
校
の
教
育
振
興
の
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
寄
せ
ら
れ
る
ご
厚
意
は
、
生
徒
た
ち
の
学
び
を
豊
か
に
し
、

未
来
へ
と
踏
み
出
す
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
校
の
教
育
は
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
が
社
会
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
価
値
が
よ
り
確
か
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
各
分
野
で
ご
活

躍
さ
れ
る
皆
さ
ま
の
姿
は
、
在
校
生
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
で
あ
り
、
目

標
と
な
っ
て
い
ま
す
。ど
う
か
今
後
と
も
、母
校
の
歩
み
を
温
か
く
見
守
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
さ
ら
な
る

ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

収入の部

項　　目 本年度予算額

１  会　　費 1,987,200

２  入 会 金 135,000

３  寄 付 金 270,000

４  繰 越 金 379,423

５  年 会 費 1,300,000

６  雑 収 入 0

７  総 会 費 80,000

合　　計 4,151,623

支出の部

項　　目 本年度予算額

１  総  会  費　 260,000

２  会  議  費　 10,000

３  庶  務  費 290,000

４  事  業  費 3,450,000

５  基金積立 0

６  予  備  費 141,623

合　　計 4,151,623

令和７年度同窓会予算

常
任
理
事　

令
和
７
・
８
年
度

（
令
和
７
年
７
月
～
令
和
９
年
７
月
）

	

平
野
　
惠
子
（
高
校
24
回
）

	

松
木
　
和
枝
（
高
校
24
回
）

	

佐
藤
　
幸
子
（
高
校
26
回
）

	

室
井
美
智
子
（
高
校
27
回
）

	

堀
江
美
惠
子
（
高
校
28
回
）

	

小
田
桐
順
子
（
高
校
39
回
）

	

阿
部
　
圭
子
（
高
校
43
回
）

	

工
藤
　
美
帆
（
高
校
43
回
）

	

土
生
　
佐
多
（
高
校
43
回
）

	

松
木
　
仁
美
（
高
校
53
回
）

	

千
葉
　
美
紀
（
高
校
53
回
）

	

山
口
　
優
希
（
高
校
54
回
）

	

横
山
　
　
幸
（
高
校
55
回
）

　
　
新
海
　
玲
奈
（
高
校
77
回
）

　
　
保
坂
　
花
楓
（
高
校
77
回
）

　
　
南
部
ゆ
ら
ら
（
高
校
77
回
）



第61号   （ 4 ）令和８年３月31日

令和８年度支部総会のご案内
支　部 日　時 会　場 問い合わせ先 TEL

北海道 ７月12日（日） 札幌プリンスホテル「芙蓉城」 島田満里子 011-591-7937

関　東 ７月４日（土） 「きゅりあん」品川区立総合区民会館 山之井玲子 090-9379-8099

関　西 ６月７日（日） 京都で参加される方に直接ご連絡します。 林　　敏子 090-5973-5912

九　州 ５月10日（日） 西鉄グランドホテル「松風」 大塚あおい 0942-36-1455

全国のみなさん！ぜひいらしてください。

お待ちしてま～す！

　
35
年
前
「
三
女
校
の
堀
籠
で
す
。」
と
い
う
懐

か
し
い
お
電
話
の
声
！
が
来
た
の
が
北
海
道
支
部

「
リ
ラ
の
会
」
誕
生
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　
現
在
80
才
を
と
う
に
越
え
た
私
に
と
っ
て
、
大

い
に
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
い
た
出
合
い
の
始
ま
り
で

し
た
。

　
菅
野
同
窓
会
長
、
堀
籠
先
生
の
御
来
席
を
い
た

だ
き
、
15
回
生
の
大
矢
さ
ん
・
鈴
木
さ
ん
そ
し
て

私
。
現
在
支
部
長
の
23
回
生
・
島
田
さ
ん
が
中
心

と
な
り
、
平
成
四
年
六
月
、
第
一
ホ
テ
ル
で
20
名

の
同
窓
生
集
合
の
も
と
、
北
海
道
支
部
「
リ
ラ
の

会
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
そ
の
席
に
石
崎
貴
子

先
輩
（
高
女
３
回
）
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

70
代
に
な
ら
れ
て
い
た
石
崎
先
輩
は
凛
と
し
た
中

に
も
、
も
の
ご
し
の
柔
ら
か
さ
が
素
敵
な
方
で
し

た
。
10
年
前
関
東
支
部
の
同
窓
会
発
足
に
尽
力
さ

れ
た
お
話
し
も
、
お
聞
き
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
北
海
道
支
部
の
初
代
会
長
に
は
、
石
崎
先
輩

に
、
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

　
ま
も
な
く
し
て
同
窓
会
本
部
よ
り
「
石
崎
先
輩

か
ら
多
額
の
ご
寄
付
の
申
し
出
が
あ
り
、
創
立
70

周
年
記
念
式
典
に
感
謝
状
を
さ
し
あ
げ
た
い
」
と

の
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
盛
大
に
行
な
わ
れ

た
記
念
式
典
に
は
、
私
が
代
理
で
参
列
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
石
崎
先
輩
か
ら
は
北
海
道
支
部
に
も
多
額
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
35
年
を
経
て
な
お
「
リ
ラ
の
会
」
は
そ
の
恩
恵

に
あ
ず
か
り
、
美
味
し
い
食
事
を
し
な
が
ら
仙
台

の
様
子
、
母
校
の
様
子
を
語
れ
る
事
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
世
代
を
越
え
た
姉
妹
達
の
熱
い
つ
な
が

り
を
願
っ
て
い
ま
す
。
　

リ
ラ
の
会
の
誕
生

　
田
部
　
麗
子
（
高
校
15
回
）

支
　

部
　

だ
　

よ
　

り

北
海
道
支
部
「
リ
ラ
の
会
」

関 西 支 部

関東支部「萩の会」

北海道支部「リラの会」

九州支部「青葉の会」

令和７年７月 13 日（前列右端が田部さん）

令和７年５月 11 日

令和７年６月１日

令和７年７月５日
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三
桜
高
校
に
赴
任
し
た
当
初
、
「
同
窓
会
」
と
い
う
言
葉
が
ま
だ

耳
に
馴
染
ま
ず
に
い
ま
し
た
。
私
は
他
県
出
身
な
の
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
自
分
の
母
校
の
同
窓
会
行
事
に
は
一
度
も
参
加
し
た
こ
と
が
な

く
、ど
こ
か
余
所
事
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
後
、「
三
女
・
三
桜
同
窓
会
」
事
務
局
の
一
員
と
な
り
、
役

員
の
皆
さ
ん
が
母
校
の
た
め
に
と
貴
重
な
時
間
を
割
き
、
各
所
で
力

を
注
い
で
く
だ
さ
る
お
姿
を
拝
見
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
母

校
の
先
輩
」
が
如
何
に
心
強
い
存
在
か
を
改
め
て
感
じ
、
「
同
窓
会
」

と
い
う
響
き
に
心
地
良
さ
を
覚
え
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
私
事
で
す
が
昨
年
の
三
月
末
で
退
職
を
し
、
漸
く
高
校
の
同
級
生

た
ち
と
集
ま
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
共
に
年
を
重
ね

た
三
十
年
振
り
の
再
会
で
し
た
が
、
顔
を
合
わ
せ
た
途
端
に
高
校
時

代
と
同
じ
空
気
が
流
れ
出
し
、
在
校
時
の
思
い
出
や
互
い
の
家
族
の

近
況
、
迫
る
老
後
の
話
題
ま
で
、
次
々
と
夢
中
に
な
っ
て
お
し
ゃ
べ

り
し
続
け
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
は
「
じ
ゃ
あ
ま
た
ね
」
と
あ
の
時

と
同
じ
言
葉
を
交
わ
し
て
、
心
軽
や
か
に
別
れ
て
き
ま
し
た
。
人
生

の
中
の
た
っ
た
三
年
間
な
の
に
、
高
校
時
代
は
特
別
な
時
間
な
の
だ

…
…
巷
で
耳
に
す
る
あ
り
ふ
れ
た
表
現
で
は
あ
り
ま
す
が
、
確
か
に

そ
の
と
お
り
だ
と
実
感
し
た
一
日
で
し
た
。

　
「
同
窓
会
」
は
、
母
校
で
共
に
過
ご
し
た
同
級
生
た
ち
と
の
大
切

な
思
い
出
と
、
い
つ
で

も
繋
が
る
こ
と
の
で

き
る
場
所
を
守
り
続
け

て
い
ま
す
。
こ
の
存
在

が
絶
対
に
不
可
欠
で
あ

る
の
は
、
総
会
の
日
に

久
々
の
再
会
を
果
た
し

た
同
窓
生
の
皆
さ
ん
の

輝
く
笑
顔
が
物
語
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
幸

せ
な
光
景
は
、
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
続
い
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

『
つ
な
が
り
、つ
づ
く
』 

藤
生
　
典
子

恩 師 か ら の メ ッ セ ー ジ

1981（s56）年秋、修学旅行（広島） 藤生先生は真ん中

　
六
月
一
日
（
日
）
参
加
者
九
名
で
和
気

あ
い
あ
い
と
笑
顔
で
楽
し
く
お
昼
を
い
た

だ
き
な
が
ら
の
総
会
で
し
た
。
年
代
は
い

ろ
い
ろ
で
す
が
三
女
ら
し
く
す
ぐ
に
打
ち

と
け
て
部
活
や
先
生
方
の
思
い
出
話
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
総
会
の
場
所
は
、
京
都
祗
園
の
「
が

ん
こ
高
瀬
川
二
条
苑
」
で
す
が
、
そ
こ
は

山
縣
有
明
別
邸
跡
の
料
亭
で
庭
園
が
も
の

す
ご
く
広
く
、
鴨
川
支
流
か
ら
流
れ
込
ん

で
く
る
勢
い
の
あ
る
流
れ
の
川
と
庭
園
一

部
か
ら
見
え
る
東
山
の
借
景
も
美
し
い
も

の
で
し
た
。

　
次
の
日
は
本
部
か
ら
参
加
し
た
三
人
で

タ
ク
シ
ー
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
、
八
坂
神

社
、
二
条
城
、
仁
和
寺
、
北
の
天
満
宮
、

金
閣
寺
、
妙
心
寺
な
ど
時
間
の
許
す
限
り

い
っ
ぱ
い
歩
い
て
観
光
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
み
な
さ
ん
も
旅
行
を
か
ね
て
支
部
総
会

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

関
西
支
部
総
会
に
参
加
し
て

　
江
戸
三
知
子
（
高
校
27
回
）

三
桜
高
文
化
祭
に
参
加
し
ま
し
た
！

 

境
　
　
近
子
（
高
校
27
回
）

　
令
和
七
年
八

月
三
十
日（
土
）

三
桜
高
校
の
文

化
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
窓
会
で
は
、

母
校
創
立
百
年

の
歴
史
の
写
真

や
制
服
の
展
示

を
し
ま
し
た
。

　
高
女
時
代
の

チ
ュ
ー
ニ
ッ
ク

ス
タ
イ
ル
の
お

し
ゃ
れ
な
制
服
や
セ
ー
ラ
ー
服
の
イ
ラ
ス
ト
を
興
味

深
げ
に
ご
覧
に
な
ら
れ
る
方
、
三
女
高
時
代
の
鉄
紺

ト
ロ
ピ
カ
ル
の
夏
ス
カ
ー
ト
を
見
て
、
懐
か
し
そ
う

に
高
校
時
代
の
話
を
す
る
同
窓
生
の
姿
も
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。
書
道
部
の
作
品
は
、
繊
細
で
あ
り
な
が

ら
躍
動
感
の
あ
る
文
字
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
茶

道
部
で
は
、
茶
筅
で
お
茶
を
点
て
る
体
験
が
で
き
、

お
菓
子
も
美
味
し
く
、
日
本
の
お
も
て
な
し
の
心
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
手
芸
部
員
が
作
っ

た
洋
服
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
は
と
て
も
可
愛
ら
し
く
、

欲
し
く
な
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
し
、
手
芸
部
員
の

ご
指
導
で
レ
ジ
ン
に
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
、
素
敵

な
作
品
を
作
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
は
パ
ン
や

お
菓
子
の
販
売
と
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
私
も
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参
加
、校
内
を
回
っ

て
、
全
箇
所
制
覇
し
、
賞
品
に
特
製
三
桜
メ
ロ
ン
パ

ン
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
来
年
の
三
桜
祭
は
九
月
五
日
で
す
。
後
輩
達
の
活

躍
を
見
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
昔
に
戻
っ
て

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
よ
。

山形交流会！
　コロナウイルス感染予防のため自粛していた交流会を再開します！令和８年度は山形市で行います。秋

に実施予定です。詳細が決まりましたら、山形会員のみな様にはハガキでご案内をさしあげます。ホーム

ページにも掲載しますので全国のみな様もぜひご参加ください。山形で楽しい時間を過ごしましょう。
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弓
道
部

二
年
　
山
崎
　
瑛
璃

　
私
た
ち
弓
道
部
は
い
つ
も
の
部
活
動
で

的
前
で
実
際
に
矢
を
射
る
練
習
以
外
に

も
、
体
配
と
い
う
、
弓
道
に
お
け
る
基
本

動
作
の
確
認
、
巻
藁
練
習
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
三
桜
高
校
に
は
射
場
が
な
く
、
週

に
一
回
ほ
ど
付
近
に
あ
る
弓
道
場
を
使
っ

て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　
三
年
生
が
引
退
し
、
二
年
生
は
部
活
の

最
上
級
生
と
し
て
こ
れ
ま
で
活
動
し
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
弓
道
部
の
活
動
の
様
子

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
現
在
、
三
桜
弓
道
部
は
五
十
八
名
と

Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
， 

Ｂ
ｅ

　
Ａ
ｍ
ｂ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｕ
ｓ

！
！
！
！
！

二
年
　
谷
末
あ
お
い

　
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
演
劇
部
で

す
！
演
劇
部
は
現
在
一
年
生
二
人
と
二
年

生
三
人
、
顧
問
の
大
池
先
生
と
永
嶋
先
生

の
七
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
発

声
練
習
な
ど
の
基
礎
練
習
や
稽
古
な
ど

を
行
っ
て
い
ま

す
。
高
校
演
劇

で
は
役
者
だ
け

で
な
く
照
明
や

音
響
な
ど
の
裏

方
も
自
分
た
ち

で
行
う
た
め
、

み
ん
な
で
一
つ

の
舞
台
を
創
り

い
う
本
校
運
動
部
の
中
で
一
番
部
員
の
多

い
部
活
と
な
り
ま
し
た
。
に
ぎ
や
か
で
あ

り
ま
す
が
、
時
に
大
切
な
場
面
も
あ
り
ま

す
。
特
に
大
会
前
に
な
る
と
皆
そ
れ
ぞ
れ

射
形
や
課
題
と
向
き
合
い
、
静
か
な
中
に

も
緊
張
感
の
あ
る
雰
囲
気
で
真
剣
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
日
常
で
の
活
動
で
は
射
場
が
な

い
な
が
ら
も
互
い
に
高
め
合
い
、
朝
練
や

放
課
後
練
習
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

以
前
に
開
催
さ
れ
た
北
仙
台
弓
道
大
会
で

は
団
体
三
位
で
あ
り
、
公
立
高
校
の
中
で

は
一
位
と
い
う
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
他

に
も
個
人
で
入
賞
し
て
い
る
も
の
も
沢
山

あ
り
ま
す
。

あ
げ
る
こ
と
は
こ
の
部
活
な
ら
で
は
の
楽

し
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
演
劇
部
に
は
年
に
一
度
コ
ン
ク
ー
ル
が

あ
り
ま
す
。
今
回
私
た
ち
は
上
演
作
品
を

鈎
取
地
区
に
あ
る
家
で
の
話
と
設
定
し
た

の
で
、
稽
古
の
一
つ
と
し
て
実
際
に
み
ん

な
で
鈎
取
ま
で
遊
び
に
行
き
「
ど
こ
で
遊

ん
で
い
た
か
」
な
ど
の
登
場
人
物
の
設
定

を
深
め
た
り
も
し
ま
し
た
。
ま
た
、
偶
然

仙
台
に
い
ら
し
た
脚
本
家
ご
本
人
と
お
話

し
す
る
機
会
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
四
か
月
間
稽
古
を
繰
り
返
し
て
十
月
の

地
区
大
会
を
迎
え
、
今
年
度
は
久
し
ぶ
り

に
県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
日
頃
か
ら
支
え
て
く
だ
さ
る

顧
問
の
先
生
方
や
忙
し
い
合
間
を
縫
っ
て

稽
古
を
見
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
の

お
か
げ
で
す
。
ま
た
、
こ
の
大
会
を
通
し

て
私
た
ち
は
役
者
、
裏
方
と
し
て
成
長
す

― 母校の近況 ー

　
こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
課
題
に
向
か
っ

て
努
力
で
き
る
部
員
が
多
く
い
る
の
が
三

桜
弓
道
部
の
魅
力
で
す
。
静
寂
の
中
で
放

つ
一
射
に
、
私
た
ち
の
想
い
と
努
力
を
込

め
て
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
演
劇
部
の
活
動
は
大
変
で
す
が
、
こ
の

よ
う
に
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
機
会
も
多
い

で
す
。そ
し
て
い
つ
で
も
部
員
不
足
で
す
。

三
桜
生
の
皆
さ
ん
の
入
部
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
！
！

令和８年２月 27 日

同 窓 会

入 会 式

卒業者数（令和８年３月）

宮城県第三高等女学校卒業者数

　本　　科 22 回 1,012 名

（内　専攻科へ９名）

　専 攻 科  ９名

宮城県第三女子高等学校卒業者数

　併設中学 2 回 137 名

（内　高等学校へ 133 名）

　高等学校 62 回 19,819 名

宮城県仙台三桜高等学校卒業者数

 16 回 4,397 名

総　　計  25,374 名

　
令
和
八
年
二
月
二
十
七
日
、
三
桜
高

校
体
育
館
で
同
窓
会
入
会
式
を
行
い
、

二
六
九
人
の
新
入
会
員
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。

　
入
会
式
で
は
今
年
度
の
同
窓
会
総
会
の

様
子
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
、
ま
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
中
澤
香
織
さ
ん
の
独
唱
「
愛

さ
れ
て
い
る
」
を
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

同

窓

会

か

ら
、
卒
業
記
念

と

し

て
「

卒

業

証

書

ホ

ル

ダ
ー
・
校
章
入

り

の

フ

ァ

イ

ル
・
ボ
ー
ル
ペ

ン
」
を
贈
り
ま

し
た
。

２69 名の新入会員を

お迎えしました！

よろしくお願いします。
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ど
こ
ま
で
も
道
は

 

熊
谷
　
美
咲
（
高
校
67
回
）

総
会
に
出
席
し
て

 
宮
崎
　
淳
子
（
高
校
28
回
）

〝
傘
寿
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
～
〟

 

郷
内
は
る
い
（
高
校
16
回
）

　
久
し
ぶ
り
に
出
席
し
た
総
会
は
、
初
め
て
新

校
舎
を
訪
れ
、
会
場
と
な
っ
た
三
桜
会
館
の
充

実
し
た
施
設
に
た
だ
た
だ
感
激
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
三
桜
セ
ン
チ
ュ
リ

オ
ン
が
制
作
し
た
記
念
映
像
を
見
て
、
三
女
高

か
ら
三
桜
高
校
生
の
男
子
に
も
精
神
が
し
っ
か

り
受
け
継
が
れ
て
い
て
、
ぜ
ひ
男
子
の
会
員
の

方
々
も
北
海
道
支
部
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
次
に
音
楽
部
の
後

輩
で
あ
る
中
澤
さ
ん
の
独
唱
と
ピ
ア
ノ
伴
奏
の

及
川
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
が
あ
り
ま
し

た
。
最
後
の
曲
は
ラ
ス
ト
ワ
ル
ツ
。
武
田
譲
先

生
の
指
導
を
受
け
た
音
楽
部
員
に
と
っ
て
は
特

別
な
思
い
出
の
曲
で
す
。
進
路
に
迷
っ
て
い
た

と
き
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
先
生
。
前
年
に
股

　
こ
ん
に
ち
は
！
三
桜
Ｏ
Ｇ
劇
団
ブ
ル
ー
マ
ー

と
申
し
ま
す
！

　
私
た
ち
は
２
０
１
４
・
１
５
年
の
演
劇
部
卒

業
生
で
結
成
し
た
Ｏ
Ｇ
劇
団
で
、
社
会
人
に

な
っ
た
今
も
仙
台
で
演
劇
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
演
劇
祭
へ
の
参
加
、
高
校
生
向
け
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
児
童
劇
団
と
劇
を
作
る
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
こ
と
に
挑
戦
し
、
今
年
で
結
成
10
年

　
高
十
六
回
生
の
私
達
は
、
令
和
七
年
五
月

十
八
日
（
日
）〝
傘
寿
の
集
い
〟
を
開
催
し
ま

し
た
。
二
百
十
数
名
の
同
期
生
全
員
へ
の
連
絡

は
難
し
く
、
以
前
〝
還
暦
の
会
〟
で
幹
事
だ
っ

た
九
名
を
中
心
に
、
仙
台
市
近
郊
で
電
話
連
絡

の
で
き
る
方
の
み
へ
の
呼
び
か
け
に
な
り
ま
し

た
が
、
当
日
は
二
十
六
名
の
方
に
参
加
し
て
い

同
窓
生
の

ペ

ー

ジ

関
節
の
手
術
を
受
け
、
や
っ
と
立
つ
事
歩
く
事

が
苦
痛
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
歌
は
聞
く

方
だ
け
で
良
い
か
な
と
思
い
初
め
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
、
あ
の
曲
を
聞
い
た
と
た
ん
、
先

生
が
「
も
う
少
し
歌
っ
て
み
ろ
」
と
ま
た
背
中

を
押
し
て
く
れ
た
よ
う
で
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
先
輩
、
後
輩
の
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
健
康
に
感

謝
し
自
分
の
原
点
に
戻
れ
た
一
日
で
し
た
。

高校28回生のみなさん（右端が宮崎さん）

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
夜
は
眠
れ
な
い
く
ら
い
今
日
が
待
ち
遠
し

く
て
、
席
に
着
く
前
か
ら
六
十
数
年
前
の
高
校

生
に
戻
り
、
純
真
さ
丸
出
し
の
お
し
ゃ
べ
り
満

開
で
女
子
会
開
始
。
美
味
し
い
カ
ニ
料
理
に

ジ
ョ
ッ
キ
ビ
ー
ル
お
代
わ
り
の
方
も
数
名
お

り
、
八
十
歳
ま
だ
ま
だ
元
気
！
の
大
盛
り
上
が

り
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
『
今
日
の
日
は

さ
よ
う
な
ら
』
『
ボ
ケ
な
い
小
唄
』
を
全
員
で

大
合
唱
。
「
次
は
八
十
八
歳
・
米
寿
に
会
い
ま

し
ょ
う
」と
約
束
し
て
の
散
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
も
、
も
う
少
し
早
い
時
期
に
お
会
い
で
き

ま
す
よ
ね
、
き
っ
と
。

会
費
の
残
金
を
同
窓
会
に
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

目
と
な
り
ま
し
た
！

　
昨
年
行
っ
た
単
独
公
演
に
は
、
現
役
の
演
劇

部
の
み
な
さ
ん
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
交
流

す
る
機
会
を
い
た
だ
け
て
本
当
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

　
演
劇
部
の
皆
さ
ん
、
県
大
会
へ
の
出
場
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
私
た
ち
の
活
動
の
原
点
で
あ
る
演
劇
部
を
繋

い
で
い
っ
て
く
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
の
活
躍
、

心
よ
り
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
の
Ｏ
Ｇ
が
心
を
一
つ
に
、
み
な
さ
ん

の
こ
と
を
応
援
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も

全
力
で
輝
い
て
も
ら
え
た
ら
と
願
っ
て
い
ま

す
！

　
私
た
ち
も
、
演
劇
は
ど
の
年
代
で
も
楽
し
め

る
！
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
ね
～
！
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支部連絡先

北
海
道
支
部
　
島
田
満
里
子 

（
高
校
23
回
） 

　
〒
061
‐

2285 

札
幌
市
南
区
藤
野
五
条
一
―
七
―
二
　
　
☎
〇
一
一 

（
五
九
一
） 
七
九
三
七

関

東

支

部
　
山
之
井
玲
子 

（
高
校
30
回
）
　 

〒
253
‐

0085 

茅
ヶ
崎
市
矢
畑
七
八
二
―
三
―
一
―
一
三
一
二
　
☎
〇
九
〇 

（
九
三
七
九
） 

八
〇
九
九

関

西

支

部
　
林
　
　
敏
子 

（
高
校
19
回
）
　 

〒
602
‐

0058 

京
都
市
上
京
区
上
立
売
通
小
川
西
入
下
ル
水
落
町
九
三

　
☎
〇
九
〇 

（
五
九
七
三
） 

五
九
一
二

九

州

支

部
　
石
田
れ
い
子 

（
高
校
16
回
） 

　
〒
811
‐

3116 

福
岡
県
古
賀
市
庄
一
五
一
―
二
　
　
　
　
☎
〇
九
〇 

（
二
三
九
三
） 

一
四
二
四

編 集 委 員

副
会
長
　
永
沼
　
京
子

　
　
　
　
伊
藤
　
知
子

　
　
　
　
鈴
木
　
幸
子

　
　
　
　
江
戸
三
知
子

　
　
　
　
境
　
　
近
子

事
務
局
　
阿
部
　
和
子

発　行　所

創
文
印
刷
出
版
株
式
会
社

仙
台
市
青
葉
区
春
日
町
　

　
八
―
三
四 

☎
〇
二
二（
二
二
二
） 

〇
一
八
一

　同窓会だより第61号をお届

けします。

　同窓会総会・支部総会、今

年は山形交流会も行います。

ぜひご参加ください。ホーム

ページもご覧くだ

さい。三女・三桜同

窓会でも開けます。

　年会費は同窓会活動の運営費、同窓会だよりの印

刷・郵送料などに使わせていただいております。ま

た卒業生への卒業証書ホルダー、今

年度は理科で使用する冷蔵ショー

ケースの寄贈など、在校生への支援

もさせていただきました。同封の赤

色の振込用紙で、一人2000円のご協

力をよろしくお願いいたします。総

会当日もお預かりいたします。

同窓会年会費のお願い編 集 後 記

　母校創立100周年を記念して、令和６年11月三桜高校の記

念事業記念誌部会が作成しました。

　30代から80代までの同窓生が集まって思い出を語った座談

会「今伝えたい　高女から三女、そして三桜へと繋がる歴史」

なども掲載されています。たくさんの写真とともに懐かしい

母校の思い出を振り返ってみませんか。

　お申し込みは青色の振込用紙でお願いします。６月５日ま

でお申し込みください。レターパックでお届けします。

　宮城県第三高等女学校は大正13

年、1924年４月に創立、令和６年

2024年６月、300名を越える同窓

生と共に母校創立100周年記念総

会を賑々しく開催いたしました。

　第三高等女学校の第１回卒業式

は昭和３年、1928年３月、翌４年

1929年３月に第１回同窓会総会

が行われました。本来の同窓会

創設100周年は2029年になります

が、同窓会創設90周年を平成29

年、2017年に実施していることな

どから、少し早いのですが100周

年記念総会は令和９年に行うこと

とし、現在「100周年にふさわし

い総会」をめざして、準備中です。

　次号の同窓会だよりで詳細をお

知らせいたします。お楽しみに！

100周年記念誌〈遥けき道を常若に〉をお譲りします

令和９年、
同窓会創設100周年記念総会を行います！

同封の青色の振込用紙に金額を記入してお振込みください。

①同窓会総会に参加（1,000円）

②100周年記念誌を希望（500円）

③同窓会総会に参加＆

　100周年記念誌を希望
（1,500円）

お申込みは

青色の

振込用紙で こちらに
ご記入下さい

QRコード

同窓会の創設
　第１回卒業式は昭和３年３月であったが、同窓会誌
「芝蘭」創刊号によると、昭和４年３月31日、第１回
同窓会総会が開かれたので、この日が同窓会の創設に当
ると考えられる。その状況は、『昭和４年３月31日午
後１時、作法室に於て開催、天壌無窮とつづくべき本会
の第１回として、待たれた有意義な会であった。100名
足らずの会員であるから、ささやかであろうと思われ
たにも拘らず、55名の出席者あ
り。客員の先生方も大勢お見えに
なり、非常に盛大であった。
　定刻会長様の開会の辞に会は始
まり、規約協定、役員委嘱、客
員推載あり、会員名簿作製として
会報の発行を決定し……後略』と
ある。会報として「芝蘭」が創刊
されたのは昭和５年12月22日で
あった。　　　　　　（芝蘭より）


